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• 原始惑星系円盤で初めてHCOOH（ギ酸）の分子を
発見した．（ALMA Cycle3）（星形成領域では発
見されていた．） 

• HCOOHはアミノ酸の主要な要素で，メタノールな
どより合成が複雑．有機化学が活発に起こっている
証拠．生命に関係する複雑な合成が起こっているこ
とを表す． 

• TW Hydrae の惑星系円盤．主星が 0.7 M太陽．
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円盤からの129 GHz のHCOOH 

化学反応を含むモデル計算の疑似観測マップ

trans-HCOOH 6(1,6)−5(1,5) transition

HCOOHの柱数密度の推定値
2 - 4 x 1012 cm-2

（methanol と同じくらい）



• HII領域RCW120の Herschel コア を，ALMA
（3mm連続波）で観測し，コアの中に 0.01 pc ス
ケールの小さな分裂構造を発見した． 

• 分裂した0.01pcスーケールの塊の質量は，分裂前
のコアから見積もられるジーンズ質量よりも１桁以
上大きかった．乱流や磁場の影響か？ 

• 分裂塊の一部からCH3CNやSO2が観測された．大
質量星誕生領域の候補となるだろう．
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Herschel cores

ALMA 3mm

ジーンズ質量よりも，
分裂雲の質量が大きい

乱流を考慮した実行的
なジーンズ質量であれ
ば，~100 M太陽．

17, 23, 127番は分裂なし

Herschel cores

ALMA 3mm



ALMA 3mm：Herschel コアの拡大図の例

ALMA の分子のライン

大質量星形成のトレーサー．



• 前主系列星からの磁気フレアの多波長（X線，可視
光，中間赤外）での観測データを集めて，時間変化
や強度比などを調べた． 

• フレアの継続時間が，X線の方が，可視光よりも長
い．（太陽フレアのモデルと矛盾がない） 

• X線と可視光や中間赤外のエネルギーには相関があ
る．赤外は星周円盤の有無によって違いがある．
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発見されたフレアの例

X線

可視光

赤外
X線

表１：約78個のフレアイベント

加熱

噴出

ジェット

ジェット
磁力線のつな
ぎ変わり

参考：太陽フレアの磁気リコネクションモデル
Shibata et al. 1995, ApJ, 451, p.L83

X線

Hα：可視光 Hα：可視光
太陽フレア：1029-1032 erg
今回のPMSフレア：1035-1038 erg

参考

Fig. 2



フレアの継続時間フレアの発生時刻の差の頻度分布
縦軸 X線，横軸 可視光縦軸 頻度，横軸 発生時刻の差

ほぼ同時刻に起こっている X線の継続時間が，
可視光よりも長い

基本的には太陽フレアのモデルと矛盾がなさそう

Fig. 7 Fig. 6

class III
class II

（白抜きは不確かなデータ）



エネルギーの相関

光から見積もった全エネルギーとXの相関 赤外から見積もった全エネルギーとXの相関

class III

class II
（白抜きは不確かなデータ）

赤外線から見積もると 
class II は class III よ
りも明るい．

赤外線は円盤の影響か 
星周物質の再放射？

Fig. ３ Fig. 4

class I


